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チノ語 －m の 「多機能性」

―漢藏語と対照しながら―

林 範彦

0 は じめに

 中国雲南省景洪市で話 されるチベ ット・ビルマ諸語の一つ,チ ノ語悠楽方言*2に

は(1)の よ うに,-mxと い う接尾辞が表面的には様 々な機能を持 つて生起する.

*1本 稿 は2005年10月 中 国 厘 門 大 学 で 行 わ れ たThe 38th International Conference on

Sino-Tibetan Languages and Linguisticsで 口 頭 発 表 し た 原 稿:Hayashi(2005)を 日

本 語 に 訳 し,大 幅 な 加 筆 ・修 正 を 施 した もの で あ る.質 疑 応 答 の 場 で 重 要 な コ メ

ン トを 頂 い た 包 智 明 教 授,George Bedell教TQ f James A. Matisoff教 授,孫 天 心

(Jackson Sun)教 授 に 感 謝 申 し上 げ る.
≪zlチ ノ 語 悠 楽 方 言 の 音 素 目 録1

  チ ノ 語 の 音 素 目 録 は,[子 音]/p,ph, t, th, k, kh;ts, tsh, t二t∫h,鉛,¢h;m, m, n, n,珍,

恥,0,0;1,1;f,v, s, z,∫, r,4,j, x,8;(w)/,[母 音]/i, e, e,ε,�, a, g, D, x, o,田, u/で あ る.

声 調 素 は/55,44,33,35,42/で あ る.音 節 構 造 は 頭 子 音+介 音+主 母 音+末 子 音/

声 調 で 構 成 さ れ る.音 韻 に 関 す る 詳 細 は 林(2002)を 参 照 さ れ た い.

 なお,本 文中で同じ形態素ながら調値が相互に異なることがある.こ れらは環境

によつて声調が交替する場合である.こ のような形態素は,本 文中で引用する際

声調を表記しない,

 また,本 稿では発表者が主に2003年 夏から2006年 夏にかけて中国雲南省西双

版納ノ泰族自治州景洪市基諾郷において断続的に調査したチノ語悠楽方言巴睾下位方

言のデータを用いる.よ り自然な発話を書き起こしたものも含まれる.発 表者の執

拗な調査に辛抱強 く答えて頂いたチノ族である王阿珍さん(女 性,1980年 生)に こ

の場を借りて心よりお礼申し上げたい.ま た多くの自然発話デ―タを提供していた

だいた玉納さん(女 性,1950年 頃生)に も感謝申し上げる.本 稿ではグロスを見て

いるだけでは理解しにくい場合に,[直 訳】を付している.し かし,完 全な直訳では

なく,実 際に表す意味よりもより逐語訳に近いという程度である.

 本研究の基盤となる現地調査は多 くの研究費の援助により実現 した.2003年 お

よび2005年 の調査は日本学術振興会科学研究費補助金(特 別研究員奨励費)の 援助

を,2004年 夏の調査は文部科学省科学研究費補助金(基 盤研究S)「 チベット文化圏

における言語基層の解明一チベット・ビルマ系未記述言語の調査とシャンシュン語

の解読一」(研究代表者 長野泰彦)の 援助を受けている.こ の場を借 りて感謝申し

上げる.
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(1)a.khx4a assmE4amE42 P・35ヲ944-mY55 -la42?

3SG。NOM背 が 低 い.RDp太 い=太 い.RDp-NML Q

「彼 は背 が低 くて太 つた人 か?」

b.[khY33-1055 waO33pa35 pansy-mE44]mas一 切942.

 そ れ 一よ うに ネ ッ トカ フ ェ す る一COMP話 す 一PART

  「(彼/彼 女 は)そ のよ うな ネ ッ トカ フ ェをや る と言 った」

C.usssass na4a  mO55.leas―m844.

 先 ほ ど2SG.NOM NEG― 行 く―PAST

  「先 ほ ど(そ こへ)あ な たは 行か なか つ た」

d.a55mo44[ma33-Pつ55―to44―mY44]zo55ku55 j933-mY 35.

 母NEG一 聞 く 一EXP―REL子 供 叱 る 一PAST

  「母 は 言 う こ と を 聞 か ぬ 子 供 を 叱 っ た 」

 まず,-mxの 形式は声調交替を除いて考えれば,基 本 的に ―msと 一mεの2種

類の形式がある.

 接 尾辞 一mxは(1)を 通覧すれば,い ずれも動詞ない し節に後接 し,以 下のよ う

な機能を表面的に担っている.(1a)で はP∂35 pa44「 太つている」 とい う動詞の

重複形 の末尾 に 一mxが 後接 して名詞化 してい る.(lb)で は 「する」 とい う動 詞

pansに 後接 して,そ れを含む節を補文化してい る([]内 は補文をあ らわ してい

る).(1c)で は 「行 く」とい う動詞le33に 後接 して,過 去をあ らわ している.(ld)

では 「聞 く」 とい う動詞m55に 後接 して,そ れを含 む節全体を関係節化 してい

る(目 内は関係節をあ らわ してい る).

 このよ うに表面 的には 一mxは 多 くの機能を持ってい ると記述 できる.し か し,

はた して これ らの機能 は本質的に固有のものであろ うか,と い う問題 が生 じよ

う.同 一形態素が多機能性 を有す るとい うことは,実 際にはその形態素の生起 す

る環境 に応 じて実現する機能(あ るいは用法)が 異な るよ うに見 えるだけなので

はないだろうか.

 チノ語の記述を行つた先行研究である蓋(1981,1986)で は,「 構造助詞ms44」

としてその存在を認め,若 干の記述を行つてはいる.し か し,こ の助詞が表面的

に多機能的である とい う記述やその詳細な分析についてはなされていない.

 本稿では,―mxが チノ語において表面的に多機能的に生起する実態を記述しな

がら,本 質的には2つ の機能にそれらを集約することができると論 じる.ま た

漢語をはじめとする周辺諸言語との対照を通 じて,こ のことが持つ意味を類型論

的に考察 していく.結 論 としては,-mxの ごとき形態素が同一形式でありながら

 .:
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多機能的 であ る ことは決 して特殊ではな く,漢 藏語 において一般 的な現象 であ

ると見 なせ る*3.更 に,-mxの 通時的変化 と言語接触 による影響 について言及す

る.-mxは チベ ッ ト ・ビルマ祖語の共通形式か ら発展 した可能性があ り,ま た漢

語deの 影響 で,新 しい用法を誕生させているこ とについて指摘す る.

 本稿の構成 について述べ る.ま ず,1で 一mxと チノ語の動詞複合形式の背景に

ついて説明する.2で 一mxの 名詞化,補 文化,時 制標識 関係節化の各機能につ

いて,具 体例を挙 げて記述する.そ の結果,基 本的には これらの4機 能を名詞化

と関係節化の二つ にまとめなおすことができる ことを述べる.3で チノ語の 一mx

に対応する漢藏語の助詞類について引用 し,チ ノ語の 一mxと 対照する.ま た ―mx

の通時的変化 について言及 し,漢 語から構造的借用を受 けている可能性について

触れる.4で 本稿をま とめ る.

1 ―mxと チノ語の動詞複合形式

本節では 一mxの形式とチノ語の動詞複合形式の特徴について読明する.

L1-mxの 形 式

 上述 したように,-mxの 形式は声調交替を除いて考えれば,基 本的に2種 類の

形式がある.す なわち,―mxと 一mεである*4。

 両者の違いは元来,悠 楽方言の更に詳細な下位方言間の差異に起因すると考 え

られる.特 に,―mε はパカー(巴 宥)下 位方言やル トウ(洛 特)下 位方言の話者が

好 んで用 いる.し か し,同 一下位方言 内でも両 者が現れ ることがあ る.そ の場

合,両 者 に意味的および機能的な差異は生 じない.こ のため,現 在では両者は純

*3言語の経済性の観点に立てば
,一 形式に対 して一機能であることが最も合理的であ

るようにも思われる、そのため,同 一形式でありながら多機能に対応できる現象は
一見特殊であるようにも考えられる.し かし,出 現位置や形態統語的構造の差異に

よつて機能が予測できる場合,同 一形式で多機能を標示できることはより経済的で

ある.本 稿ではこのような現象がチノ語のみならず,漢 藏語一般で見られることを

述べる.
.4実 際 に は 関 連 す る 形 式 と し て 一mが あ る .

  i)mi55㎞ ・551a55輌 ・42―a44, mB55-mrass_aa4, me33加33ηU・33-E55_m55.

 若 い 女性 高い―PART 美 しい=美 しい.RDP-PART梅 毒  COpニpOSS-NML

「若 い女の子で背 も高 くてきれいなんだけど,梅 毒 になっているの」

i)の 例 の文末 に置 かれてい る 一mは 名詞化の機能 があ り,お そ らく本稿で扱 う

一mxと 関 連 してい ると考えられる.し かし,い かなるときにこの 一mが 生起 し,-mx

とい かなる関係があるかについてはいまだ不透明な部分が多い.そ れ については別

稿で論 じたい.
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粋に形態的な 自由変異 をなす と考 えてよいだろ う.本 稿 でも以下の例 で 一mxだ

けでな く,-mε が多 く現れる.―meの 現れ る例 も,本 稿では 一mxの 例 として取 り

扱 う.

L2 チノ語の動詞複合形式の概観

 チノ語は名詞句および動詞複合形式ともにかなり膠着性の高い性質を示す.本

稿では名詞句は内容に大きく関係するわけではないため,省 略する.本 小節では

動詞複合形式についてモデルを示 しておく.

     表1チ ノ語の動詞複合形式(モ デル)

(PREv)―(PR.EF1)一(PREF2)一(PREF3)― 【VERB}(AcP)一(B/R)

一(T/A1)一(T/A2)一(cAus)―(Aux1)―(Aux2)一(TIA3)一(still)一(TIA4)

 表1で は動詞(【VERB】)を 主軸に,接 頭辞類 と接尾辞類が結合する.表1で 掲

げた各スロッ トには(2)の ような接辞類が具体的に入る.

(2)a.pREv:鉛 ε42,∫033(「 と て も ～ 」), t∫Y55(「 よ り ～ 」)

b.PREF1:a1―(名 詞 化), ma-(否 定), tha-(禁 止), a2―(禁 止)

c.PREF2:pi-, a,ja-(使 役)

d.PREF3:m-(使 役)

e.ACP:-khjo(達 成)

f.B/R:-ma(benefactive,受 益),-fi(reciprocal,相 互)

g・T/A1:-ko(進 行)

h.T/A2:-to(経 験)

i.CAUS:-vi(使 役)

」.Aux1:-khju(「 ～ で き る 」),― りhε(「 あ え て ～ す る 」)

k.Aux2:-nu(「 ～ し た い 」),―mx(「 ～ の よ う だ 」)

1.TIA3:―mx(過 去),-me(未 来)

m.st童ll:―SLII(「 ま だ ～ 」)

n.T/A4:-a(完 了)

 表1に 見 るよ うに,動 詞複合形式は極めて膠着的である.こ の中でT/A3の ス

ロッ トに過去を表す 一mxが 入る.(1)で 示 した他の3つ の例 に見 られる 一msも 基

本的に動詞複合形式内ではこの位置に入ると考えられ る*5.

a5 -mxは 後 述するよ うに,節 末に現れ,関 係節化や補文化の機能を持つ.関 係節化や
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2 チノ語の 一m写の機能

 本節 ではチノ語の 一mxの 表面的な意味 ・解釈に現れる基本的な機能について記

述 してい く.上 で触れ たように,-mxは4つ の機能を表面的な意味 ・解釈 におい

て持つ.す なわち,名 詞化,補 文化,時 制標識,関 係節化である.ま た,い ずれ

の機 能において も 一mxは 動詞ない し節にのみ後接 する,と い う原則を守 る.

以下,そ れぞれについて,例 を挙 げて説明 してい く.

2.1 名詞化

 ―mxは 名詞化 の機能がある.名 詞化の様能が実現する ときは,基 本的には動詞

に後接 し,文 中で用い られる場合である.モ デル化する と表2の よ うにな る.

表2チ ノ語の 一mx:名 詞 化

構造 文内位置

[VERB-mx] 文申

 一mxが 名詞化 で表すものは,基 本的に 「人」「場所」である.「 対比」や 「推測」

のときにも用い られることがある.2.1.1以 下の小節で具体的に見 てい こう.

2.1.1 人

 まず,-mxに よって名詞化された動詞(句)が 人を指す例である.(3)の 例 を見

られたい.

(3)a.khY42  a55mE42mE42 pa35=pa44-m・855  .la42?

3SG.NOM背 が 低 い.RDP太 い=太 い.RDP-NML Q

「彼 は 背 が低 くて太 つた人 か?」(;1a)

b.khj'U55―ms44

 盗 む 一NML

  「泥 棒 」

(3a)はpa35 pa44「 太 つている」 という動詞の重複形の末尾に 一mxが 後接 し,

「太 つた人」を表 してい る.(3b)はkhjuss「 盗む」 とい う動詞 に 一mxが 後接 し,

「盗む人」,す なわち 「泥棒」を表 している.こ の ように,-mxは 動詞(句)に 後接

補文化の ときの一mxは 表1のTIA4よ りも後に生起する場合 もある.
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し,名 詞化 した上で,意 味的 には 「(当該状態を担 つている)人 」 「(当該動作 ・行

為を)す る人」を表すことができる.

2.L2 場所

 次に ―mxに よつて名詞化された動詞(句)が 場所を表す例を見よ う.(4)の 例を

見 られたい.

(4)a.144  a33tha55po44軋ss-to44.mx44, ga55vu44 mo55-lul33.555_a44,

   あ そ こ 上 方    住 む 一EXP―NML lPL  NEG― 来 る 一ま だ ―PFT

㎞(e35―tり33.mE55―Xa44.

作 る 一EXP-PAST-PFT

「(我々 が)住 んでいる上のところは我々が来る以前にすでに建てられ

ていた」

b.b33―pu55―Xx44-mx44=a44 zu55―055つ044        9田33-mY42,

 あ れ 一く ら い 一遠 い 一NML=VA歩 く 一PART一 な け れ ば な ら な いcoP― な ら

�55j�42.

難 し い

「そ んな 遠い ところ まで歩 くの は難 しい」

 (4a)は ρα55-'っ44「住 ん でい る」 とい う動 詞複 合形 式 の末尾 に ―mxが 後接

し,「 住 んでい るところ」 とい う場所 を表 してい る.日 本語訳 と しては先行 す

る α33'加55ρ044「 上方 」 に修飾 させ て訳すほ うが 自然 ではあ るが,こ こでは

軋55-'σ44-〃144自 体が一つの独立 した名詞句 となつていることに注 目 したい*6.

 (4b)は1033「 ρ〃55覗x44「 あれ くらい遠い」 とい う形式 の末尾に 一mxが 後接 し,

「あれ くらい遠い ところ」という場所を表 している.κ 語4は 元来,形 容詞a33xa^55

「遠い」の語根であるが,統 語的性格 としては動詞 と同じである.そ れがless puss

「あれ くらい」 とい う副詞的要素 により修飾 され,1033「 ρ〃55"詔4「 あれ くらい

遠い」 とい う形容詞句 を形成 している.-mxは その末尾 に置かれ,全 体を名詞化

し,場 所 を表 している.特 に場所を標示する後置詞=a44が 置かれていることか

零62
.4.2で 後述す るよ うに,-mxに よ る関係節 は主名詞に後続することもできる.よ つ

て,(4a)も 関 係 節軋ss-∫ σ44―ms44が 主 名 詞 α33∫肋55pσ44に 後 続 し て い る と 捉 え る

こ と も 可 能 で あ ろ う.し か し,こ の 例 で はZO44「 あ そ こ 」 が α33∫肋55ρ σ44「 上 方 」

を 指 示 し,そ れ とfα55一 ね44-〃2y44「 住 ん で い る と こ ろ 」 を 並 列 し て い る と 解 釈 す

る.よ つ て,こ こ で は ρα55-∫σ44覗y44自 体 が α33'加55pσ44を 修 飾 す る 関 係 節 で は

な く,独 立 名 詞 句 で あ る と 解 釈 し て お く.
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らも名詞化 されているこ とは明らかである.

2.1.3 対比 と推測

 発話者が特定の行為 について対比 した り,推 測を述べ る際 に動詞複合 形式 を

一mxに より名詞化することがある.(5)の 例 を見 られたい.

(5)a.go35  ko55to44 to44=1a�44-mY44 ma55-0田42,tshi55=1�144-mx35.

1SG.OBL服   着る=破 れる一NML NEG-COP 洗 うe破 れ る―NML

「私の服 は着 て破れたのではな くて,洗 つて破 れたのです」

b.憩i55∫ つ55讐44 thi55一 讐44 x・33―k・55一 ε44-mx44,・ni33tha55.

 明 日  1=cL 降 る 一PRoG-Poss―NML雨

  「明 日 は 一 日 雨 が 降 る の だ ろ う 」

 (5a)で は2箇 所 で ―msが 生 起 して い る.す な わ ち,動 詞複 合 形 式tO44=1Q144

とISJZI55=ZCI'144の 末 尾 であ る.こ の例 は行 為が 対 比 され て お り,「 服 が破 れ てい

る」 理 由 は前 者 で は な く,後 者 で あ る ことが示 され てい る.こ の 例 で は,前 者 ・

後 者 と もに 一mxに よ り名 詞 化 され て い る.前 者 では 動 詞複 合 形 式 が 否 定 辞ma一

に よ り直接 否 定 され て い るの で は な く,'044=ZaZ44-〃2×44と い う名 詞 句 が 否定 辞

を 伴 つた コ ピュ ラ 〃2055一η㎡12で 否 定 さ れて い る。

 (5b)は 動詞複合形式の末尾の ―mxに やは り注 目したい.こ の例ではxo33-loss一

ε44「雨が降 るだろ う」*7とい う動詞複合形式が 一mxに よ り名詞化され,日 本語 に

直訳 すると 「雨 が降るだろうこと」 となる.本 例では 「明 日の天候状態」を ―mx

によつて構成された名詞述語文を用いて表現することで,発 話者の推測を提示す

る機能があ ると考 えられる.

2.2 補文化

 次に 一mxの 補文化の機能について見ていこう.-mxは 節末 に置かれるとき,補

文を形成す る機能がある.モ デル化すると,以 下の表3の ようになる.

 一mxに よ り補文化 された節は,以 下に見 るように伝達および思考 ・感情を表す

動詞 の目的語 として機能することが多いが,若 干の例で主節の主語 として様能す

ることもある.以 下,順 次記述 してい く.

*7厳密にはすでに後置詞 _E44に より動詞複合形式が名詞化されている可能性がある.

後置詞=E44は 一般には名詞句に後接し,所 有を表す.し かし,自 然発話では動詞

複合形式にも現れ,動 詞複合形式全体を名詞化し,「義務」「疑問」「推測」などの

モダリティーを意味に導入する機能があると考えられる.
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表3 チ ノ語の 一mx:補 文 化

―

構造 文内位置

[節 ―mx] 文中

2.2.1 補文が伝達動詞の目的語となる場合

 まずは伝達動詞の 目的語 としての補文化について,例 を挙 げる.本 小節内では

伝達動詞をsans serif体 で示す.

(6)a.[㎞Y33-lo55 waO33pa35 pan35-mε44]叩33―mja42.

あれ―ように ネッ トカフェ する一COMP話 す一PART

「(彼/彼女は)あ のよ うなネッ トカ フェをやると言つた」

b.a55xua44ギ4[鉋35 m・55_133-ri1E35]m33_m,a42.

 ア ホ ア=TOP こ こNEG一 来 る 一COMp話 す ―pART

  「ア ホ ア は こ こ に 来 な い と 言 つ た 」

C.ji55∫ 童55 a55t∫en44[鉋35 ga55tu44 mO55-t∫a44―vU55 nais

 昔 ア チ ェ ン こ こ 部 屋

fT133-ri1E35_

話 す一PAST

軋ss=1e44―Vi55-mε44]

NEG一 あ る ―の で2SG.OBL住 む=行 く 一CAuS-COMP

「昔,ア チェンはここには(余 つた)部 屋がないか らあなたを(あ そ こ

 に)住 ま わ せ るの だ と言 った」

d.[兀}042   kh・x33-luis==E44            mss-m£ss]m・33-0つ55―t。44-mESs.

1SG.NOMあ れ 一よ うに=POSS話 す 一COMP NEG― 聞 く一EXP-PAST

「(彼女 は)私 が あの よ うに言 つ たの を聞 か なか つ た」

 (6)は いずれも ―msが 節末に置かれ,補 文を形成 し,そ の補文が伝達動詞の 目

的語 として存在す る例である.[]内 に示 されているのは 一msに よる補文である.

自然発話では(6a-c)に 見 るように,動 詞mss「 言 う」の 目的語 として補文 が現れ

ることが多い.(6d)の よ うにmss以 外の動詞 と共起する例は比較的少ない.

 (6)の 例 を見ればわか るように,い ず れも 一msに よつて補 文化 され た内容 を

「言 う」ない し 「聞 く」意味を表 している.
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2.2.2 補文が思考 ・感情の動詞の目的語 となる場合

 続いて,思 考 ・感情の動詞 と共起する例を見 よう.本 小節 内では思考 ・感情の

動詞をsans serif体 で示 す.

(7)a.[㎞Y42 0ul421e44-mx44]na42  おε42-la42?

3sG.NoMど こ 行 く―cOMP 2sG.NOM知 る ―Q

「彼/彼 女 が ど こに 行 つ たか,知 つてい るか?」

b.[usssass na4a  P .la4a-mx44]Oo42  ma55―SU」55P44―sul42.

 先 ほ ど 2sG.NoM話 す 一coMP lsG.NoM NEG一 知 る 一ま だ

  「あ な た が 先 ほ ど言 っ た こ と が 分 か ら な い 」

c.弓042  [a55pu44 jo44-mY44]kh¢44-n(£44.

 lSG.NOM父  叱 る 一COMP恐 れ る―SFP

  「私 は父 が(私 を)叱 るので はない か と恐 れて い る」

 (7)の 例はいずれ も思考 ・感情を表す動詞が主節に置かれ,-msで 閉 じられた

補文(目 内の節)が その 目的語 となつている.基 本的な構造 は(6)で 挙げ た伝達

動詞の場合 と共通 している.

 (7a, b)の よ うに 一mxで 閉 じられた補文が文の先頭 に現れ,そ の後 で主節の主

語 ・述語が現れる場合も多い*8.も ちろん,(7c)の ように,補 文が主節の主語の

後ろに置かれる場合 も少な くない.

2.2.3 補文が主語 となる場合

 更 に,自 然発話においては比較的少数であるが,補 文が主節の主語 となつてい

る例 を挙げてお こう.(8)を 見 られたい.

(8)a、[a55阜044=阜i55 ko弓55tso44 kh(£44.mY44]t∫Y55jo55.

後=日    仕事   する一COMP よ り一良い

「これか らよ りしつか り仕事を してい く」

b.[�155_1・440U・55-m写55]卿33-a55-nae44.

 こ れ 一よ う にCOP―COMP COP-PFT-SFP

  「こ の よ う に す べ き だ 」

+8このような主節の目的語とみなされる補文が文頭に現れる場合
,基 本的に補文にお

 いて話題の意味合いが強いと考えられる.
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(8a, b)と も[]内 で示 したように,-mxに よって閉 じられた補文が主節の主語

として生起 している,と 考えられる.

 (8a)は 口 内の補文の直訳は 「後 日仕事をす ること」 とな り,こ れを述部 であ

るtfa^55プっ55「 よ りよい」で叙述 している構造を とっている.全 体 の直訳 として

は 「後 日仕事をすることはよ りよ くなる」 となるが,そ の調整された意味は上 に

示 したよ うに,「 これか らよりしつか り仕事 をしてい く」 とい うものになる.

 また(8b)*9は[]内 の補文の直訳 は 「この ようであること」 とな り,や は りこ

れを述部 である η㎡33一α55一ηα44「 その とお りである」で叙述 してい る構造を とっ

てい る.

2.3 時制標識(過 去)

 一mgを述語の動詞複合形式内に置くと,過 去を表すことが可能である.そ の基

本的構造は表4の ようにモデル化できよう.

表4 チ ノ語の 一mx:時 制標識

構造 文内位置

[VERB-mx] 文末

 表4の 構造は実際には名詞化や補文化の構造と極めて近似 している.な ぜな

ら,-mxが 主節の動詞複合形式の末尾に置かれた場合は表面的には名詞化ないし

補文化の文であるとして解釈可能だからである.時 制標識の ―msが名詞化ない

し補文化の場合 と異なる点としては,一 般に文末に置かれ,-mxの 後続要素とし

て文末助詞等を置 くことができることなどが挙げられよう.

(9)で 具体例を挙げ る.

・9(8b)で は コピュラ ηUI55が2個 生起 している
.[]内 に 生起 しているOUI55は 本来

の機能である等位関係の標示を行つている.口 内は状態を表す節のように解釈さ

れる.

 主節の述部に置かれた9田55は 先行する節で表されている事実を肯定する機能を

持つている.こ のような脚55は 相手の発話内容が正 しいと認めるときに用いら

れ,以 下のi)の ように単独でも生起しうる.

i)guz33-a44.「 うん/そ う だ(そ の とお りだ)」

 COP-PART

コピュラOUI55の 機 能に関する分析は別稿に譲 りたい.
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(9)a,usssass na4z  mO55-le33-m竃44.

先 ほ ど2SG.NOM NEG一 行 く一PAST

「あ な た は先 ほ ど(そ こへ)行 かな か った」

b.ICI18551Ctl�55j・44 tsha・33勧350田33-mE35-n㏄44.

 そ の とき   わ ら の家  COP-PAST-SFP

  「そ の 当時 は わ らの家 だ つたJ

c.∫a55ren44 phi55-mja42,mo33-kha55-k均u33-mε55.

 砂 仁  担 ぐ ―PART NEG一 渡 る一AUX―PAST

 「男 た ち は砂 仁(ア モー マ ム)を 担 いで い たの で,(川 を)渡 れ な か つた」

d.x955mε55-lce441G33rj944 pan33-1田33―mE35.

 米eも    あ そ こ=ABL動 く=来 る―PAST

  「私 たち は米 もそ こか ら運 ん だ」

 (9)は いずれ も 一msに よ り過去が表 されてい る.(9a, b)で はu55sa55「 先 ほ

ど」,肋 炉5肋 α5『ノa44「 そのとき」 といった過去を意味す る副詞 と共起 している

が,(9c, d)で はそのよ うな副詞は文中に存在しない。よつて,―msの みで過去が

標示 されていると考えてよいだろう.

一般 に肯定文 ・否定文 でこの ―mxが 生起 した場合は(9a , c, d)の よ うに,文 末

に置かれ ることが多い.し か し,(9b)の ように,陳 述を表す文終止助詞 一n(£44な

どが後接す ることも可能である.

ま た,過 去 を表 す 一mxは 完 了 助詞 一a～―xa*董oとも共 起 す る こ とが多 い。

(10)で そ の例 を挙 げ よ う.

(10)a.a55t∫ ・n44-ll1�551a44 waO33-le33-m写44一 α44.

アチ ェ ンーPL し ば ら く 遊 ぶe行 く―PAST―PFT

「ア チ ェ ンた ち は(ネ ッ トカ フェに)行 っ て,し ば ら く遊 ん だ」

b.144  a33tha55po44軋ss-to44-mY 44,0a55vu44 mo55-1田33-555―a44,

 あ そ こ 上 方    住 む 一EXP-NML IPL  NEG一 来 る 一ま だ 一PFT

 ㎞(£35―to33―m£55_xa44.

 作 る 一EXP-PAST―PFT

「あそこの(我 々が)住 んでいる上の ところは我 々が ここに来 る前にす

でに建 て られていた」

ホ10チ ノ語 では完了を表す助詞 として 一aと 一xaの2つ がある .パ カー下位方言の話者

 は 一aと 一xaの 両 方を会話の中で用いている.両 者は基本的に交換可能である.
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c.go42  �551CO44 ph135-mx42-a44-n(£44.

lSG.NOM扉   閉 め る一PAST-PFT―SFP

「私 は す でに 扉 を閉 めた」

 (10)の 例ではいずれ も共起 した形式 ―〃28-aが発話 時点 よ りもずっ と以前に動

作あるいは状態が完了 ・完成 していることを表 している.

2.4 関係節化

 チノ語 一msの 機能 として,最 後に関係節化の事例 を見てお こう.ま ず,-mxが

用い られた関係節の基本的な構造を表5に 示す.

表5 チ ノ語の 一mx:関 係節化

   ―
構造 文内位置

[節一mx 名詞句の直前ないし直後

 表5に 見 るように,チ ノ語の関係節は,基 本的にその末尾に 一mxが 付加 され,

名詞句に前置 される。実際には名詞句に後置される関係節 も存在するが,そ れに

ついては2.4.2で 後述する.

 チノ語では関係節が修飾する名詞句(以 下,「 主名詞」 とも呼ぶ)は,関 係節 内

における主語 ・目的語 ・場所名詞句等に相当す ることが一般的である.以 下,そ

れぞれの例 につい て記述 してい こう.な お,以 下の例 において,口 で閉 じられ

た節は関係節を,下 線が引かれた名詞句 は 「関係節に対 する主名詞」を意味 して

いる.

2.4.1 関係 節 と主 名詞 の 関係

2.4.1.1 主 語

まず,関 係節内で主語に相当する例か ら見てい く.(ll)を 見 られたい.

(ll)a.[鉋351x44  n33tD44-ms44]㎜33弊hε35 kho55mo44一 甲a55,㎞Y44

こ こ 長 い 間 い る一REL  ム ラ チ エ.OBL妻 ―PL     あ れ

m・33-Om55-a44-Y55 z・55ku55 a551ai55.

NEG-COP-PART-TOP子 供  ば か り

「こ こに長 い 間 座 つてい た ム ラチ エの 妻 た ち を除 けば,子 供 たち ば か

りだ」
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b.a55mO44[ma33一 早。55―tO44-mx44]zo55㎞55 j933-mx ss.

母   NEG― 聞 く―EXp-REL 子供  叱る一PAST

「母は言 うことを聞かぬ子供を叱つた」

c.[㎞Y44 ko55t②44 a33穿x55 to44-mx44】mi55khD55,na42

 あ れ 服   赤 い  着 る一REL 若 い 女 性

  「あ の赤 い 服 を着 た女 の子 を憶 えてい るか?」

d.[a55fU55 thg33-ko55―mass]tshg33zo55 thul55=khul55.

 先 に  走 る ―PROG-REL人    追 い つ く:届 く

  「先 に走 つてい る人 に追 いつ く」

麺55一 ね44-la42?

2SG.NOM憶 え て い る一EXP-Q

 (ll)は い ず れ も主 名詞 に関係 節 が先行 し,主 名 詞 が 関係 節 内 では主 語 に相 当す

る例 で あ る.(lla)の 〃2ア∂33劫 ε35肋055〃2σ44「 ム ラチ エ の妻 」,(llb)のz」5%55

「子 供 」,(llc)の 〃3'55肋σ55「 若 い女 性」,(Hd)の 納g33zっ55「 人 」 はい ず れ も

関係 節 内 で は主 語 に相 当 す る.

 (lla)は や や 注 意 を 要 す る.(lla)の 関 係 節 が 実 際 に 修 飾 し て い る の は

研033助 ε35肋 σ55〃2σ44で あ る.こ の例 で用 い られ る複 数 接 尾 辞 ―massは 接 辞 化

され た 固有 名詞 とその 他 の周 りに い る人 々を表 す.関 係 節 を含 む名 詞句 全 体,す

なわ ち,な'351944η33∫ ∂44-〃2y44ノ〃3rg33助 ε35肋 σ55那σ44に 後 接 して い る.

2.4.1.2 目 的 語

続いて,主 名詞が関係節内で目的語に相当する例 について見てい く.(12)を 見

られたい.

(12)a.国ao35→u44-mY44掬055tY55 t933mo33 a33加55.

釣 るeと る一REL 魚、  みな  小 さい

「釣 つてきた魚はみな小 さい」

b.[na42  ju33-mY55]ko55t②44 a33thi55∫ 田55-tS844.

 2SG.NOM買 う―REL服  少 し 長 い 一す ぎ る

  「あ な たが 買 つた服 は長 す ぎ る」

C.a55mε55[a55m・44 t∫ha35-mY55]nε55鴇S。55―nae44.

 ご飯  母   ゆ で る一RELに お う=心 地 よい一SFP

  「母 が炊 い た ご飯 はいい 匂 いが す る」

 (12)は い ず れ も主 名 詞 が 関係 節 内 で 目的語 に 相 当 してい る.(12a)のgσ55'炉5

「魚 」,(12b)の んσ55'044「 服 」,(12c)のassynESs「 ご飯 」 はい ず れ も関係 節 内 で

目的 語 に相 当す る.(12a, b)は 関 係節 が主 名詞 に先 行 して い るが,(12c)は 主 名詞
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に対 し,後 置され ている.関 係節の後置については2.4.2で 述べる.

2.4.1.3 場所

 更に,関 係節が場所名詞を修飾する例 も少な くない.(13)で その例 を挙げよう.

(13)a.133「jo55 [ng42   ga33-mY55]tshai35ts閃35so33 thi33=go35=1(£44

あ れ=PART 2SG.NOM住 む 一REL 財 政 所     1=CL=pART

xo55po44 mo55一 ゆ55-ass

声   NEG一 聞 こえ る一PART

「あ な たが い る財政 所 で は人 っ子一 人 の声 も聞 こ えな い」

b.[pa55kha421e44―mY44]jo55kho55∫iu33-mY 42―a44―n(£44.

 パ カ ー 行 く 一REL道  修 理 す る 一PAST-PFT-SFP

  「パ カ ー に つ な が る 道 は す で に 直 っ て い る 」

 (13)で 下線が引かれている主名詞は関係節 内の主語ない し目的語な どの項構造

とは関係ない.(13a)の 主名詞 「財政所」 勧 α'35舵η353033は 関係節内では場所

を表す副詞的要素 と解釈できる.一 方,(13b)の 主名詞 「道」ノσ55肋055は 関係節

内部 といかなる文法的関係 も持 たない.(13b)に おけ る主名詞は関係節 と意味的

な関連性のみが認め られ る.

2.4.1.4 そ の 他

 一mxで構成された関係節が主名詞と主語 ・目的語の関係を持たず,ま た主名詞

が場所でもない,ま ったく意味的な関連性しか認められない例も若干であるが存

在する.そ の例を(14)に 挙げる.

(14)a.[Oo42  xε33-mx55】 ∫033㎞i55甲 ε33-se55-1ul42-a44.

lSG.NOM立 つ一REL 足   疲れている一死ぬほ ど一くる一pFT

「私 は立 つていたので足が極めて疲れた」

b.[tshi55-ms55]iSh144

 咳 き こ む 一REL薬

  「咳 止 め 」*11

 (14)は いずれも主名詞が関係節内の要素と主語 ・目的語の関係を持たず,意 味

的な関連性のみが存在する例である.

.ti「 薬」は通常t
shi55の よ うに55調 で発音されるが,先 行す る声調(本 例 では 一miss)

 も55調 で ある場合,往 々にして44調 で発音されることがある.

 :1
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 (14a)は 関 係 節 ηっ42κε33-〃3炉5「 私 が立つ 」と主名 詞 ∫b33肋 ∫55「足 」は主語 ・目

的語 の 関係 を持 た ず,意 味 的 に しか 関連 しない.な ぜ な ら,*η σ42!b33肋 ∫55κε33-

ma�55.「 私 は足 で 立っ 」の よ うな 文 は非文 と見 な され る か らで あ る.(14b)も 同 様

であ る.関 係 節tshiss_ynxss「 咳 き こむ」 と主 名 詞 納 轡 「薬 」 はや は り意 味 的

に しか 関連 しな い.

 このよ うに 一msで 閉 じられた関係節は主名詞 と意 味的に関連す ることが可能

である.

2.4.2 関係節の位置 とその意味

 2.4節 冒頭 の説明では,チ ノ語の関係節は基本 的に主名詞 に前置される と述べ

た。 しか し,実 際にはチノ語の関係節は主名詞に しば しば後接 しうる.(15)で そ

の例 を挙げ よう.

(15)a.a55mo44 zo55ku55[ma33― 阜055-to44-mx44]j933-mx ss.

母 子 供NEG― 聞 く一EXP-REL叱 る 一PAST

「母 は言 うこ とを聞 かぬ 子供 を 叱 った」

b.η ・35 ∫D33khi55[xε33-miss]mE33-sess-1田42-a44.

 lSG。OBL足   立 つ ―REL 疲 れ た―ひ ど く一来 る一PFT

  「私 はず つ と立 つてい たの で足 がひ ど く疲 れ てい る」

c.assmESs[a55m・44 t∫ha35-mtc55]nESs-555―n㏄44.

 ご 飯  母   ゆ で る―RELに お うe心 地 よい―SFP

  「母 が炊 い た ご飯 はいい 匂 いが する」(=12c)

 (15)は いずれ も関係節が主名詞に後置されている.(15a)は(llb)と,(15b)は

(14a)と 関連 している.

 話者 によれば,関 係節が主名詞 に先行 してい る(lib)お よび(14a)と,関 係節

が主 名詞 に対 し後 置されている(15a)お よび(15b)*12と は,基 本 的な意味におい

て大 きな差異はない.両 者の差異 はおそらく非常に微妙な程度のものであると推

定される.

 チノ語では通常文末に置かれる述語動詞に向かい,重 要度の低い情報から重要

度の高い情報へと情報が流れる*13.関 係節が主名詞に先行 しているときは主名

ホ茎2(15b)はやや構造面においても注意が必要である
.関 係節が主名詞に先行している

(14a)で は 「私」を意味す るηっ42が 主 格形をとつてい る.一 方で,関 係節が主名詞

に対 し後置 されている(15b)で は ησ35と な ってお り,斜 格形 となっている.す な

わ ち,(15b)で は主名詞は ηっ35/b33肋'55「 私 の足」全体 となつてい る.
宰13この ことを次のi)の 対 話か ら説明しよう

.
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詞のほ うが重要度が高いのに対 し,関 係節が主名詞 に後 置されている ときは関係

節 のほ うが重要度が高い と考 えられる.も しこれが正 しけれ ば,(15)の 例 では

関係節のほ うが主名詞に対 して重要度が高い こととな る.す なわち,(15a)で は

「言 うことを聞かぬ」が,(15b)で は 「立っている」が,(15c)で は 「母が炊いた」

が,そ れぞれの主名詞に比 して重要度が高い.

2.5 -mxの 分析 とまとめ

 2.4ま でで,表 面的には 一msに は名詞化,補 文化,時 制標識,関 係節化の4っ

の機能が存在することを具体例を通 して見てきた.本 小節ではこれ ら4機 能を再

検討 し,名 詞化 と関係節化の2つ に集約できることを見たい.

 まず,補 文化についてである.補 文そのものは主節動詞に対 して主語あるいは

目的語 として機能す ることは2.2で 述べたとお りである.チ ノ語において,主 語

ない し目的語になるのは基本的に名詞である.こ の ことをふまえれば,補 文化 と

は,「 従属節 の名詞化」 とみなす ことができる.2.1で 動詞その ものを名詞化す

る,い わゆる 「狭義の名詞化」 とともにまとめることができよう,

次に時制標識 について再検討 しよう.以 下の(16)を 見 られたい。

   55 55  55 55 55 55・55 33 33 55  44 44 55 44i)A:thi ma mo -stu -a . ji fi jo kha -ma tfha -ma -e -noe ,

  多 い  NEG― 知 る 一PART昔  老 人 一PL  語 る 一BEN―POSS-SFP

k〔)33_155    k》33一りi55    sul55―ass

そ れ ぞ れ 一少 し そ れ ぞ れ ―少 し 知 る 一PART

B:pa55㎞a42-844 t11155-4・44 n55_轣E44 t飼4― 画u55-a44 t∫933-s田55-E44

 バ カ ―=TOP l-CL  2-CL  語 る 一AUX-PART い る ―ま だ 一POSS

 A:「(昔 話の)多 くは分からない.昔 の老人たちが(私 たちに)語 ってくれたけど,

少 しだけ理解したわ」

B:「 バ カ―は一人二人(昔 話を)語 ることができるのがまだいるよ」

 ここではAとBが 本稿の筆者に対して 「昔話ができる者」について説明した発話

である.言 語形式としては現れていないが,AもBも パカー村出身の話者である.

 話 者Aは 「昔,バ カ―にいた ころ,老 人たちの語 る昔話 は少 しだけしか理解でき

なかった」 ことが提示 されてい る.そ れに対 し話者Bは 「現在で もパカー村 にお

いて語 ることができる人が存在す る」 と述べてい る.そ こで話者Bの 発話の冒頭

で,「 バカ―」pQ55%Cj1L142の 末尾 に話題化を表す=x44が 置 かれてい る.こ れは話者

Bの 発話においては旧情報で,重 要度が低い.そ れに対 し,「 昔 話を語れるのが1

人 でも2人 でも存在す る」 という情報は少な くとも筆者に対 しては新情報で,か つ

「バカ―」 よりも重要度が高い と見なす ことができるだろう.

このようにチノ語では重要度の低い情報から高い情報へと文が構成される。
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(16)nESs  ηm33-mε55η ㎡33―xa55.

2SG.OBL COP-PAST COP-PFT

「(それ らは)あ なた の もの にな つた。」

 (16)は 過去の時制標識 一msが コ ピュラ動詞OUI55*14の 直前位置 に置かれてい

る.1ZE351f㎡33-〃ZE55「 あなたの ものだった」に完了(変 化)助 詞 一xaを伴 ったコ

ピュラ動詞 η㎡Bが 後続 している.チ ノ語では通常コ ピュラ動詞の直前に置かれ

る要素は名詞性を伴 う.そ のため,(16)に おける 一mxも 先行する コピュラ動詞

を名詞化 してい ると考 えられる.こ れを敷術 して考察すれば,時 制標識 としての

―msも 他の用法 と同じく,基 本的にはその直前までの動詞複合形式を名詞化する

機能 があると言 えるだろう。

最後 に関係節化の機能について,分 析 してみたい.

チノ語において基本的に関係節は主名詞に対 して先行 する.し か し,一 方で関

係節のほ うがやや重要 度が高い と考 えられる場合な どでは,2.4.2で 上述 したよ

うに,関 係節が主名詞 に対 して後置されることがある。

(17)を 見 られ たい.

(17)a.a55mo44 zo55ku55[ma33― 導055-b44-mY44]」933-mx ss.

母 子 供NEG一 聞 く一EXP-REL叱 る ―PAST

「母 は言 うこ とを聞 かぬ子 供 を叱 っ た」 ←15a)

b.na42    ko55to44 a55na42 tf�55-SLLI42―la4a?

 2SG.NOM服   黒 い 着 る一ま だ―Q

  「あ な た は まだ黒 い服 を 着 てい るの?」

 (17a)は 主名詞であるzo55肋55「 子供」に対 して関係節が後置され ている.こ

の後 置された関係節 と,形 容詞 が用い られ た(17b)の 例を対比 してみる.(17b)

は一般的な形容詞が用い られた例である.チ ノ語 では形容詞は被修飾名詞に対 し

て後置 される.こ こで重要なのは形容詞の基本形 は統語的には名詞 とほぼ同じ振

る舞 いをす る点である。形容詞の基本形 は 「[a―/la―/j。一]+動 詞語根」で構成さ

れ る.こ の接頭辞a―/1a―/jo―は動詞 を名詞化す る機能 を持ってい る.こ のため,

名詞 と同じよ うに,チ ノ語の形容詞は数量詞句を後続させた り,単 独 で主語や 目

的語 にもな りうる.す なわち,形 容詞基本形による名詞修飾は,構 造的には 「被

修飾名詞+修 飾名詞」の複合語 に近い,と 言 えよ う.

この点か ら後置 された関係節の例(17a)を 見 る.こ の場合 もやは り修飾要素で

*14チ ノ語のコピ
ュラ動詞は単独では55調 で読まれる ことが多い.
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ある関係節は形容詞基本形の場合と同じく,統 語的には名詞性を帯びていると考

えられよう.関 係節が先行する場合 とは異なり,後 置された関係節は一種の 「名

詞句」 と解釈され,主 名詞と同格的な要素として存在 していると見なせるのでは

ないだろうか.

この考察を裏付ける例 として,以 下の(18)を 見 られたい.

(18)a.[go42  参i35-mx55]=の/*量x44 a33pjo55 a33参i55.

    ISG.NOM送 る 一REL=TOP  手 紙  少 な い

b.a33切055=の/=Y44[UO42  参i35-mY55]a33珍i55.

 手 紙 ゴrOP   lSG.NOM送 る一REL 少 な い

  「私 の送 った手 紙は少 な い」

 (18a)は 関係節が主名詞 に先行 した例, G8b)は 関係節が主名詞に後置された

例 であ る.(18a)と(18b)は 基本的に意味上の差異 がない.こ こで,話 題を明示

す る後置詞=x44に 着 目したい.(18b)で は,主 名詞の直後に後置詞_x44を 置 く

ことができる.そ れに対 し,(18a)で は後置詞=x44を 置 くことができない.こ れ

か ら分 かる ことは,(18b)で は主名詞 と関係節 が構造的に分離で きるのに対 し,

(18a)で はそれが不可能である,と い うことである.関 係節が主名詞 に先行する

例で は,関 係節が修飾要素 として名詞 に相対的 に密接 に連結 しているのに対 し,

関係節が主名詞に後置される例では,主 名詞 と関係節がそれぞれ構造的には独 立

した要素 として見なす ことができる.更 に,(18b)で 見るように,主 名詞の直後

に話題の後置詞を置 くことができることから,文 字通 りの意味 としては 「手紙は

私が送 ったのは少ない」 と解釈される.す なわち,主 名詞の 「手紙」 と後置され

た関係節 「私が送 つたの」 はともに名詞性要素 と見 なされ,同 格的な解釈を受 け

るのである*is.

*IS白井(1999)は チベット語新共通方言の名詞修飾に 「主要部内置型」と 「主要部外置

型」の2種 類があると述べ,そ のうち 「主要部外置型」は主要部と修飾部が同格的

な解釈を受ける,と 主張している.

 自井(1999:70-71)に よると,チ ベット語新共通方言では主要部が修飾部に対し

て前置される構造は容認度が低くなるものの,主 要部がtopic化 されている場合で

あれば,容 認されるようである.

i)a. ?�ige[-bugu.tee    'geeboユa ―dag.ba] te  ―t1其jdu{}.du

  手 紙 子 供 DEM-GIS老 人 LA送 るNML DEM短 い  AUX

b. [―bugu,tee    〆geebo,la-da触.bei]   �ige te  ―tu夏〕duIトdu

 子 供 DEM-GIS老 人 LA送 るNML―GI手 紙DEM短 い  AUX

「そ の 子 供 が 老 人 に 送 っ た 手 紙 は 短 い 」
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 したがつて,関 係節が主名詞に対して後置された場合,―mxは 関係節全体を名

詞化する機能をもつ と考え,関 係節が主名詞に先行する場合を区別する.-mxが

関係節化の機能を有するのは,関 係節が主名詞に先行 した場合に限られると考

える.

以上の議論を表6に ま とめる.

表6チ ノ語の ―msの ま とめ

大機能 構造 文内位置 小機能

名詞化 V-mx 文申 名詞化

節 ―my 補文標識

V-my 文末 時制標識(過去)

節 一my 主名詞の直後 関係節化

関係節化 主名詞の直前

 表6の 「大機能」 とは本小節でまとめ られた 一mxの 総合的な機能を指 し,丁小

機能」 とは2.4ま でに記述 して きた ―mxの 表面的な意 味 ・解釈に現れる機能を

指す.「 大機能」 とは形 式的 ・統語的な観点を元 にま とめ られた機能 であ り,「小

機能」 とは形式 に依拠 しなが らも意味的な点 も考慮に入れた機能である とも言

える.

3 漢藏語との対照と通時的考察

 本節ではチノ語 一mxの 機能をよ り明確にするため,漢 藏語,す なわちシナ ・チ

ベ ッ ト諸語の対応す る助詞 との対照を試みる.

 まず,3.1で は漢藏語 における対応す る形式について検討する.3.1.1で は漢語

普通話の助詞 「的」deに ついて,3.1.2で はチベ ッ ト・ビルマ諸語の対応する形

式について まとめる.具 体的にはラフ語*玉6,ベ ルハ レ語*17に ついて検討する.

 3.2で は,3.1.1お よび3.L2で 見た言語の状況をふ まえ,チ ノ語 ―mxが 表面的

な意味 ・解釈を行 う際に多機能的であることは決 して特異 な現象 ではな く,む し

italic体 は主要部,[]内 は修飾部である.通 常,主 要部が後置 されるi)bに 比 べ,

i)aは 容 認 されにくいが,主 要部がtopic化 されている場合のみ容認可能であるよ う

だ.
+i6主 に 中国雲南省 とタイ北部で話される

,チ ベ ッ ト・ビルマ語派ロロ ・ビルマ語支に

 属 する言語の一つ 。
*17主 にネパール東部で話され る

,チ ベット ・ビルマ語派キランティ諸語に属する言語

 の一つ.
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ろチベ ッ ト ・ビルマ諸語内 では一般的であることな どを確認 し,各 言語の対照を

行 う.そ して3.3で チノ語 ―mxの 通時的発展について検討 し,漢 語か らの影響が

生 じてい ることについて指摘する.

3.1 漢藏語 の"―mx"

3.L1 漢語普通話 「的」de

本小節では漢語普通話の助詞 「的」deの 機能について見ていく.

漢語の文法記述において 「的」は通常 「結構助詞」,すなわち 「構造を明示する助

詞」 と して扱 われ てい る.「 的 」deに 関 す る研 究 は膨 大 で あ り(朱1961,朱1966,

朱1978a,朱1978b,朱1980,呂':1,朱1982, Chu l987,木 村2003,陸2003な

ど),そ の す べ て に言 及す る ことはで きな い.本 小 節 で は も っ と も簡 潔 に全 体 を総

括 してい るChu(1987)を 元 に ま とめ てお きた い.

 Chu(1987:101)*18は 漢 語 「的 」deに は 以下 の(19)の9個 の用 法 が あ る と述

べている.

(19)a.【 形容詞標識)h�gde r赤い」

          赤いDE

b.【名詞化]m瀛d�gxide「 商売人」

     売 る もの DE

c.【 所 有 格 標識]w�er私 の 」

       1SG DE

d.1関 係代名詞】ni zu�i穗k瀟 deshn「 あなたが昨 日読んだ本」

       2SG昨 日 見 るDE本

e.[様 態副詞あるいは結果副詞の導入】

 chi de h駭 b穉     「食べ て満腹 にな る」

 食べ るDEと ても いっぱいである

£ 【「是」shiと の 共起l

 t�  sh� zu�ian l稱  de

 3SG COP昨 日 来 るDE

 「彼 は 昨 日来 た」 も しくは 「彼 が来 たの は昨 日だ」

g.【同格標識]w�h�瀛 de shishi r私が失敗 した事実」

      1SG失 敗するDE事 実

*18Ch
u(1987)で は 例に声調表記 とグロスが付されていない。(19)で の声調表記 とグ

 ロスは筆者による.
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h.1可 能 標 識]k瀟deji瀟  r見 え る」

      見 るDE見 える

i.1副 詞標識]h穉h穉r de r適切に」

良 い.RDP DE

 Chu(1987)で は(19a-g)に 関 しては統一的な説明が与え られると述べ ている.

そ して特に(19f)のshi... deの 構造に着 目しなが ら,結 論 としてdeは(そ の直

前の要素を)従 属節 化する機能を持ち,(意 味的に)何 らかの前提を指 しうると考

えている*19.

 漢語deの 用法は表面的には非常に多岐にわたつてお り,そ れを元 にこれまで

の先行研究 も詳細 に分類す る傾 向が多い.Chu(1987)の よ うに一部の用法を除

いて,deの 機能 を統一 しようとする立場は少数派 と考 えられる.

 Chu(1987)はdeの 機能を 「従属節化」および 「前提 の提示Jと 考え,(19h, i)

の2用 法 をはず して まとめている.こ こではChu(1987)の 分析を改めて形式的

な側面を中心に捉 えなお し,や や形式的にも特殊な(19h)*20を 除いた(i9)の8用

法の再分類を試み てみよ う.

ま ず,(19a, b)に つ い て見 る.(19a)は 形 容詞 にdeが 後 接 した形 式 であ る.し

*19Chu(1987)は(19e)のdeは 通常 「的」ではな く 「得」 と漢語普通話 では書かれ る

が,こ れは 「的」deと 音韻的に同じであり,漢 語北方方言 では他方言で区別 され

ている この2種 の"de"が 合 流 したと考 えられるため,(19e)のdeも 他 と同様 に取

り扱 う,と 述べている.ち なみに,書 記上の習慣 としては(19h)もr得 」 と書かれ,

また(19i)で は 「地Jと 書かれ るのが通常である.

 朱(1961,1982)は このようにすべての"de"を 同一 であるかのようにみなす立場

は様々な点で問題があると考 え,特 に(19e, h)のdeは 他 の用法 と別個に扱 うべき

だ と考 えてい る.更 に朱(1961)で は(19)に 挙 げられるような"de"の 用 法は「的1」

(副詞性要素 化),「 的2」(形 容詞性要素化),「 的3」(名 詞性 要素化)の3種 に分類す

べきだ と考 えている.

 朱(1961)の 観 点 も(19e,h)を 考 察対象か らはず している点 を除けば,結 論的に

は,本 稿におけるdeの 機能の解釈 と大き く異な らない.す なわち,「 的1」 は動詞

修飾の機能 と見なせ る.「 的2」 は重複形容詞に よる名詞修飾,す なわち本稿におけ

る関係節化の機能がある と考 えられ る.「 的3」 は名詞化であると解釈できる.し

か し,朱(1961)で は動詞 にdeが 後 接 した形式はすべて名詞化されていると見な し

てお り,そ の点、は本稿の立場 と異なつている.
.zo(19h)は 他 の用法 と比較 してもやや特殊である

.も ちろん,(19h)の 例 を 「見たもの

 が 見える」のように解釈すれば,(19h)のdeも 名 詞化の一種に含みうるか もしれな

 い.し か し,可 能補語の用法を考 えれば,deに 後 続する動詞 が必ず しもdeに 先行

 す る動詞 の述部であることを表 しうる機能があ るか どうか,議 論の余地が大いにあ

 る.そ のため,本 稿 でも(19h)の 用 法を考察対象 からはず してお く.
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か し,こ の後接 した形式は統語範疇 としては形容詞 とは考えに くい.漢 語のいわ

ゆる形容詞は一部 の2音 節語を除いて,形 態統語的に動詞 と極 めて近似 した振 る

舞いを見せるため,一 種 の状態動詞 として位置づけて もよい*21.し たがって,も

し形容詞を状態動詞 の一種 と見なす なら,形 態統語的には(19b)の 動 詞句 にde

が後接 した形 式 と同様 に扱 うことがで きる.(19a, b)のdeは 名 詞化の様能を持

つ と分析できる.

 次 に(19c)に ついてみよ う.こ れはdeの 先行する形式が名詞,あ るいは代名

詞 の場合である.こ の ときはChu(1987)の まとめ るよ うに,所 有格の標示機能

があると言 える.

 (19d, g)に ついて,更 に見てい こう.(19d)のdeは 先行する節を後続名詞に修

飾させ る,い わゆる関係節化の機能がある.(19g)はChu(1987)に よれば,同 格

標識 とされているが,こ れもやは りdeに 先行する節を後続名詞 に修飾させてい

ると見なせ な くもない.節 の名詞修飾機能を関係節化の一種 と考えれば,(19d,

g)のdeは 総 じて関係節化機能を持つ,と まとめ られ る.

 (19e)のdeは 漢語文法では一般的に(19h)のdeと 同じく,「 補語」を とる機能

がある と考 えられてい る*22.朱(1961)な どでは,こ れ らを(19a,b)な どと統一

して解釈する ことはできない と主張 している.し か し,少 な くとも(19e)のde

に関 しては,構 造的に(19a, b)と 同じく名詞化機能をもつ と解釈す ることは可能

である*23.本 稿 では この(19e)の 用法も(19a, b)と 同様 に名詞化の一変種 として

扱いたい.

 (19flはChu(1987)が 詳細に扱 っているよ うに,や や複雑 である.大 き く2種

類 に分けられ,shiを 必ず伴わなければな らないタイプと伴わな くてよい タイプ

が存在する.前 者 のsh烽� 必ず伴わなければならないタイプは基本的に(19a, b)

と同 じく名詞化の機能があると考えられる.

(20)t�, shi [ji穉  shn de].

  3SG cop教 え る 本DE

/2]もちろん
,漢 語の形容詞は動詞とは異なる範疇と見なす議論もあろう.動 詞は通常

deを 用いなければ名詞を修飾できないのに対 し,形 容詞は1音 節であれば直接名

詞を修飾できるからである.本 稿では漢語の形容詞が多くの点で動詞と共通してい

ることを重視 し,動 詞 と同じ範疇に属すると見なす.
零22一 般 的には(19e)のdeは 「結果補語」

,(19h)のdeは 「可能補語」を導入する,と

 されている.
・23すなわち

,(19e)で あれば, chideを 主語, h駭 b與を 述語 と捉え,「 食べ た状態が

 い っぱいだ」 と解釈する.

 ..
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「彼/彼 女 は教 師 で す」(Chu l987:103)

 Chu(1987)は(20)の 例か らdeもsh烽� 省略することはできず, sh烽ﾆdeが 相

互に関与 しあっている と述べている.筆 者はこのよ うな例 でもやは り(19a,b)と

同じ名詞化機能がdeに あると考え, shiは 主語 とdeの 後接 した形式 とを等位関

係において連結 してい るにすぎない と解釈する.

 Chu(1987)で はsh烽ｪ 伴わな くてもよいタイ プを(20)の 伴 わざ るをえない タ

イプと区別 し,伴 わな くて もよいタイプのdeは 文の前提 を標示する と考えてい

る.し か し,筆 者は上記の2タ イ プの違いは基本的に意味解釈の レベルに起因す

ると考え,構 造上はや はりdeは 先行する節の名詞化を行 つていると考える*24.

 最後 に(19i)で ある.こ れは基本的には形容詞の重複形 にdeが 後接 した形式

であ る.Chu(1987)は この例を 「従属節化」の機能 からはず しているが,本 来主

節 にな りうる形容 詞が述語動詞を修飾するために重複 されてdeが 後接 してい る

ため,従 属節化の一変種 と捉えても間題はない と思われ る。ただ し,こ こでは全

体 として述語動詞を修飾する点を重視 し,deの 動詞修飾機能の例 と捉 えてお く.

以上,Chu(1987)の 掲げた9用 法 のうち,(19h)を 除いた8用 法を以下のとお

りに再分類 した.表7に それをま とめたい.

表7 漢語 「的」deの 基本的機能のまとめ

機能 例

名詞化

関係節標識

所有格

動詞修飾

(19a, b, e, fl

(19d, g)

(19c)

(19i)

3.1.2 チ ベ ッ ト ・ビル マ諸語

 本 小 節 で は チベ ッ ト ・ビル マ諸 語 か ら該 当す る言語 形 式 につ いて 引用 し,ま と

め て み よ う.最 初 に ラ フ(Lahu)語 とベ ル ハ レ(Belhare)語 に つ いて 具体 例 を引 用

しな が ら,検 討 す る.ラ フ語 につい て はMatisoff(1973:140―153,440-453,,..=

133a-1338,2003:219-220)か ら,ベ ル ハ レ語 につ い てはBickel(2003:557,566)

か ら 引 用 す る.そ の 後,3.1.2.3で 他 の ネ ワー ル 語 カ トマ ン ヅ方 言(Kathmandu

+24これを漢語普通話における一種の補文化と見なせなくもないが
,本 稿ではこれ以上

 の言及を控える.

 ..



チノ語 ―msの 「多機能性」 ― 漢藏語 と対照 しながら一

Newar)*25,ト ゥル ン ・ライ(Thulung Rai)語*26の 当 該形 式 を含 め て,一 覧 に ま と

め る.

3.L2.1 ラ フ 語 ve

 まずは,ラ フ語 から見 てみよ う.Matisoff(1972,1973,1988,2003)に よれば,

ラフ語veに もチノ語同様,名 詞化,関 係節化お よび補文化 の機能が ある.以 下

に,そ の例を引用する.

・名詞化

(21)i-k�?hﾉ    ve

水浴びをするNML

「水浴び;水 浴 びをすること」(Matisoff 2003:219)

・関係節化

(22)[n珥一m訷麥a c�  t�. ve]v�?一�麋��  p�  � 1�

2SG妻  ゆでる 置 くREL豚 頭 食べ る 終 わるASP Q

「あなたの奥 さん がゆでてお いた豚の頭 はみ んな食べ て しまったの?」

(Matisoff 2003:220)

●補文化

(23) [yδ k�?qay ve]  n5 S1  �    1�

3SGも 行 くCOMP 2SG知 るEMPH Q

「彼 も行つてい る/行つた/行 くつも りであることをあなたは知 ってい ます

か?」(Matisoff 1988:1330)*27

 (21)のveは 先行する動詞句i-k�?hﾉ「 水浴びをする」を名詞化 してい る.(22)

のveは 後続する名詞v�?一�麭�u 豚の頭」に対 し,先 行する節を関係節化 して修

飾 させ てい る.更 に(23)のveは 先行する節 アδ肋?gの ノ 「彼 も行 ってい る/行っ

た/行 くつ も りだ」を補文化 し,主 節動詞SI「 知る」の目的語 に している.

更に,ラ フ語のveは 名詞に後接 し,属 格を標示できる.

≪25ネパール王国カ トマンヅ市で話される
,チ ベッ ト・ビルマ語派ネワール諸語に属す

 る言語の一つ.
・26主にネパール王国東部 で話される

,チ ベ ッ ト・ビルマ語派キランティ諸語に属す る

 言語の一つ.
*27(23)の 口 は本稿筆者による

.
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●属格

(24)ca-1δ ve 3-ha

ジ ヤ ロGEN写 真

「ジ ャ ロの写 真 」(Matisoff 1973:141)

(24)のveは(】 ∂-1う「ジャロ」に後接 し,属 格 を標示 している.

以上から,ラ フ語veは 名詞化,補 文化,関 係節化および属格標示の4つ の機

能 を持 っているこ とが分か る.チ ノ語 一mxと は属格標示以外 の機能が共通 して

いると言える.

3.1.2.2 ベ ル ハ レ語 一khak～-hak

 続いてベルハ レ語である.ベ ルハ レ語の ―khak～ ―hak(環境 によ り 一haな どに

なる)も チ ノ語 と同様,名 詞化,関 係節化,補 文化の機能を有す る.以 下にその

例*28を 引用 しよ う.

・名詞化

(25)hale mand-u―00―ha.

前 終 わ る一3P-ISG-NML

「私 はず つ と前 に終 わ つて い たよ!」(Bickel 2003:557)

・関係節化

(26)[dahi        ka-khui2-sa-ha]            mati

ヨ ー グ ル ト[―SG.ABS]11NCL.P-[3SG.A-]運 ぶ ―TRANS.PART―NML人[-SG。ABS]

he-11el} khar-e?

wh-DIR[3sG.sDA]行 く ―PAsT

「ヨ ー グ ル トを 持 っ て き て く れ た 人 は ど こ へ 行 つ た の?」(Bickel 2003:566)

・補文化

(27)[tas  ㎞00s噴 一四i-ha]        *i, jma?-yakt―he・

トラ ンプ 遊 ぶ―SuBJ.PAST-[ISG]EXCL-NML【3sg.SDA―]語 る ―IMpF-pAST

「彼/彼 女 は私 が トラン プで遊 ん だ と言 つ てい た」

(「『私iは トランプで遊んだ』 と彼/彼女iが 言 つていた」 とい う意味には

な らない)(Bickel 2003:566)

<zs(26
,27)に お ける従属節標示([Dは 本 稿筆者による.
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 (25)の 一haは 直 前 のmand-u-gη 「(私は)終 わ っ てい る 」 を 名 詞 化 して い る.

(26)の 一haは 先 行 す るdahi ka-khui2-sa「 ヨー グル トを運 ん で き た」 を 関係 節 化

し,後 続 す る名 詞ma2i「 人 」 を修 飾 させ て い る.(27)の ―haは 先 行 す る節tas

khorls-a一 ηη 「私 は トラ ンプ で遊 ぶ 」を補文 化 してい る.い ず れ もチ ノ語 一msと 共

通 した機能 と言 え よ う.

3.1.2.3 チ ベ ッ ト ・ビル マ諸語 の まとめ

 こ こ で,3.1.2.1,3.1.2.2で 見 た ラ フ語 お よび ベ ル ハ レ語 の 当該 の 言 語 形 式 に

加 え,ネ ワ ー ル語 カ トマ ンヅ方 言 と トウル ン ・ラ イ 語 の 事 例 も含 め て,チ ベ ッ

ト ・ビル マ 諸語 に おけ る"-mx"に つ い て 表8で ま とめ てみ よ う.ネ ワー ル 語 に

つ い て はHargreaves(2003:379)カ 、ら,ト ウル ン ・ライ語 につ い て はLahaussois

(2005:87-98)か ら引 用 す る。

表8チ ノ語 一mxと他のチベット・ビルマ諸語の相当する標識との類似点 ・相違点

チノ ラフ ベルハレ   ネワール    ライ

機能/形式 一mx ve   ―khak～    -g〃(INANI),   一〃1,-mu,

    -hak   ―〃ぬσ(ANI。 SG),   一〃sim,

         p�(ANI. PL)    (-ma)

名詞化

関係節化

補文化

OKIOK

OKIOK

OKIOK

OK

OK

OK

OK

OK

NG

 一mu

-m,-mim

一mu

所有格/属格  NG  OK NG 一gu 一m,-mim

 表8に よれば,チ ノ語 と同様,ラ フ語,ベ ルハ レ語,ト ウル ン ・ライ語*29の

3言 語 も名詞化,関 係節化,補 文化の各機能を同一形式が担 うことが分 かる.ま

た,ネ ワール語は名詞化,関 係節化の機能 を同一形式が担い うる.所 有格/属格に

関 してはチノ語は不可能であるが,ラ フ語およびネワール語の一部 の形式が可能

である ことも分 かる.ト ウル ン ・ライ語は 一muが 名詞化お よび補文化において

可能 であるので対 し,-m/-mim*30は 関係節化および属格 において可能 であるこ

とは注目すべきである.こ の点については3.2で 更 に詳 しく検討 したい,

.ZV Lahaussois(2005)で は 一maも 関 連 す る 形 式 と し て 提 示 し て い る が , Lahaussois

(2005)自 身 述べているように,-maは 代名詞の属格標示の一部 にのみ現れ,生 産的

な形式ではない.そ のため,表8で は括弧 にくくった.
*30こ の2形 式は音韻的環境による生起条件がある

.先 行形式が母音で終 わってい る場

 合,-mが,子 音で終わつてい る場合は ―mimが 用 い られる(Lahaussois 2005).
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3.2 類型論的考察

 以上,チ ノ語のみな らず,漢 藏語のい くつかの言語において も,一 つの言語形

式が補文化,関 係節化,名 詞化な どの多機能を担 うことが確認 できた.実 は この

ような観点はすでにMatisoff(1972)*31,Herring(1991), Noonan(1997)*32, Bickel

(1999)お よびDeLancey(2005)な どで指摘されてお り,漢 藏語の共通 した特徴 と

して見な されてい る*33.漢 藏語では同一形式が上記の機能を担 うことは決 して

珍 しい現象ではない と言 うことができよう.そ れでは,な ぜそのようなことが起

こるのだろうか.

 2.5で みたように,補 文化は節を名詞化するという点で,動 詞(句)の 名詞化と

基本的性質が同じであると言える.そ して,補 文化と関係節化は節を従属節化す

るという点で共通 している.ま た関係節化と属格標示は,あ る言語形式を名詞に

修飾させる点で共通している.動 詞修飾をさらに含めると,あ る言語形式に修飾

機能を持たせる点で共通している*34.

 問題は,関 係節化 と名詞化にいかなる共通点 があるか,と い うことである.両

者は表面的には共通点 を見出 しに くい.し か し,表9*35の よ うに,漢 語 とネワー

ル語では同一形式が担 う機能が補文化では不可能だが,関 係節化 と名詞化では可

能である.こ れらの言語では関係節化 と名詞化 を同 じカテゴ リとして捉え,補 文

化 と区別 している.こ れを どのように捉えればよいだろうか.

関係節化は通常主名詞との関係を考えなければならない.名 詞化は一方で主名

・31Matisoff(1972)で は ラフ語veと 同様に同一の言語形式が名詞化や補文化
,関 係節

化 に用い られ ることはチベ ッ ト・ビルマ諸語一般に見 られる傾 向であると述べ,ビ

ルマ語te,ヂ ンポ―(カ チ ン)語?ai,チ ベ ット語pa～baに つ い て若干の検討を行つ

てい る.
*32Noonan(1997)は チ ベ ッ ト ・ビル マ語派 タ マ ン語群 に属 す る ツ ァ ンテ ィヤル

 (Chantyal)語 の 接尾 辞 ―waを 通 してチベ ッ ト・ビルマ諸語 の 「名詞 化」につい

 て 類型的お よび通時的に論 じている.特 に類型 的に論 じている箇所(pp.389-391)

 で は,同 一の言語形式が 「補文化」「目的節標示」「名詞化」 「属性標示(attributive)」

 「動詞複合形式(verb complex)」 の機能を担い うるが,そ れ らはすべ て基本的に 「名

 詞 化」 として まとめられると述べている.
s33このほか戴(1989)は ロロ ・ビルマ諸語の中には同一形式で様々な機能を担うこと

 に言及しているが,特 に本稿で扱つたような名詞化や補文化の間題について詳細に

 は扱っていない.
+34表9の チ ノ語の項 目では

,後 置詞=E44が 属 格標示と動詞修 飾の2機 能を兼ねてい

 る ことも合わせて記述 した.こ の点に関しては3.3で 言及す る.
*35参 考 までに表9で は(:::)で

,チ ノ語の後置詞=E44,漢 語 一のの持つ機能も示 した.
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表9 チノ語および漢藏語の同一形式による補文化 ・名詞化 ・関係節化 ・属格 ・動詞修飾

言語/機能  補文化   名詞化 関係節化 属格 動詞修飾

チノ語 /////////////////////////////////////////////////////

            -mx

(        )

(=ε44)

漢語 (   )

  (の)

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

                  de

ベルハレ語 /////////////////////////////////////////////////////

        ,㎞ak～ ―hak

ラフ語 //////////////////////////////////////////////////////////////////////

                ve

ネワール証口口 /////////////////////////////////

   -gu,-mho,-pi 一gu

ライ語 /////////////////////////////////

       -mu             -m, 一mim

詞 が 欠 け た関 係 節構 造 と捉 え られな くもな い.以 下 に,漢 語 の例 を 挙 げ る.

(28) a.t�  shi [ji穉  shn de]r駭.

3SG COP教 える 本DE人

「彼/彼女 は本を教える人です」(=「 彼/彼女は教師です」)

b.t�  shi [ji穉  shn de].

 3SG cop教 え る 本DE

  「彼/彼 女 は教 師 です」(=20)

 (28a, b)は ともに基本的な意味に差異 はない.(28a)は 主名詞r駭「 人」を,関

係節ji穉 shn de「 本を教 える」が修飾す る例 である.(28b)は 表面的な構造 とし

ては動詞句 ノi穉shn「 本を教える」にdeが 後接 し,全 体を名詞化 してい ると考

え られる例であ る.し か し,両 者を対照する と,(28b)の 名詞化 の例 は主名詞 の

欠落 した関係節 と解釈できなくもない.こ のように名詞化 は主名詞の欠落 した関

係節 と捉えれば,名 詞化 と関係節化を同 じカテゴリに含 める言語が存在 しうるの

も自然な現象 であ ると見なせる*36.そ して補文化と上記2機 能(す なわち,名 詞

*36朱(1961)は(28)の 例 はいずれも名詞化であると考 えている
.
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化 と関係節化)の 差異 は,補 文化は他 の名詞の関連で捉 えないの に対 し,上 記2

機能は他 の名詞 との関連付けが可能な点*37に あ ると言える.漢 語*38と ネワール

語はまさ しくその現象が存在すると見なせる言語である.

 以上の議論か ら,上 記 の漢藏語 においては補文化,名 詞化,関 係 節化,属 格,

動詞修飾 を同一形式 で表す ことが一般的であり,か つ表9の よ うに,こ の順序で

機能が連続的 に解釈 されている可能性*39を 指摘 できよ う.加 えて,上 記に挙げ

た言語の中で,チ ノ語はベルハ レ語 ともつとも類型的に近いことも指摘できる.

3.3 -msの 通時的発展

本小節 ではチノ語 ―msの 通時的発展について言及 したい.

3.3.1 -mirの チベ ッ ト・ビルマ祖語共通形式からの発展の可能性

 現代のチベ ッ ト・ビルマ諸語の関連する形式を羅列すると,そ れぞれ音形的に

全 く異なる形式 を用いてい ることが分かる.上 記の言語 を含むチベ ッ ト・ビルマ

諸語の関連形式*40を 表10で 掲げよう.

表10チ ベ ッ ト ・ビル マ 諸 語 の"―mx"一 覧

ロロ系諸語 その他のチベ ット ・ビルマ諸語

チノ語 一mx

1

  チベッ ト語 ―pa～-ba

ハニ語 Y33 ベルハレ語 一khaki-hak

ノス ・ロ ロ語 の,vi33, SU33 トゥルン ・ライ語
   ,

-m
,-mim,-mu

リス語 Ill�44,珉55 ハカ ・ライ語 一mii
,-tuu,-naak

ラフ語 ve ネワール語 一gu
,-mho,-pi

*37関係節化の場合は主名詞との関連付けがなされる
.名 詞化の場合は主名詞が表面的

には現れない関係節化であると考えれば,こ れも表層には生起しない主名詞との関

連付けがなされうると考えられる.
+38漢語がチベット・ビルマ諸語と大きく異なる点として基本語順が挙げられる.漢 語

 で補文化が無標であるのも,漢 語の基本語順がSVOで あり,補 文と主節の関係は

 語順により明示できるためであると考えられる.チ ベット・ビルマ諸語の基本語順

 は大部分でSOVで あり,補 文と主節の間を何らかの言語形式によつて明示しなけ

 れば,解 釈が困難になると考えられる.
*39も し名詞化

,補 文化,関 係節化,属 格,動 詞修飾の順序で連続的に解釈されている

 と考えると,漢 語とネワール語で,な ぜ名詞化と関係節化の2機 能を同一形式で表

 しているかが捉えにくくなる.
*40新 し くここで掲げたロロ系諸語は胡(2002)か ら

,チ ベ ッ ト語はDelancey(2005)

 か ら,バ カ ・ライ語はPeterson(2003)か ら引用 した.
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 表10を 見れば分かるように,チ ベット・ビルマ諸語の該当形式を比較すると,

各言語の形式は非常に異なることが多い.特 に同系と考えられる,ロ ロ系諸語を

比較 しても,形 式が非常に異なることから,こ れらの形式の多くは各語支,各 言

語に分化してから発展したものと考えられる.

 ただ,胡(2002:150)が 指摘す るように,同 源形式か らの発展 も可能性 が無い

わけがない.胡(2002:150)で はチノ語 ―mxと リス語ma44が 同源である と述べ

ている.し か し,更 に広 くチベ ッ ト・ビルマ諸語を見れば,表10に 見るよ うに,

トゥル ン ・ライ語 一m,-mim,―mu,ハ カ ・ライ語 一mii,ネワール語 一mhoも チノ語 ・

リス語 と同源の可能性が考 えられる.と もすれば,チ ベ ッ ト ・ビルマ祖語の段階

で何 らかの共通形式が存在 したか もしれないが,こ れ以上の検討は現時点ではや

や困難であろう.こ こではチノ語 一mxの チベ ッ ト・ビルマ祖語共通形式か らの変

化の可能性についてのみ言及 しておきたい.

3.3.2 漢語 との言語接触 による構造的借用

 チノ語 一mxと 漢語deは 表9に 見るように,他 のチベ ッ ト・ビルマ諸語 に比 し

て,共 通 した機能は比較的少ない.し か し,現 代のチノ語は漢語 と接触すること

により,非 常に多 くの構造的な影響を蒙ってい る.最 後に,チ ノ語の ―msが 漢語

から構造的な借用を行 つてい る事例について記述 しておきたい.

3.3.2.1 所有関係の標示 と形式の固定化

 チノ語では所有関係を標示する際 一mxで はな く,後 置詞=E44を 用いる.

(29)∫ao331i33=ε55/*-mY44 zo55㎞55

李さん=POSS   子供

「李さんの子供」

 (29)に 見 るように,チ ノ語では所有関係を表す際,所 有者名 詞に後置詞=ε44

を後接 させる*41.―mxを 後接 させる と非文法的 とな る.チ ノ語 ―mxは 基本的 に

+41ち なみ にチノ語では動詞修飾を行 う際 も後置詞 =£44を 用い ることがある.

i)切955mj955一 ε44/*-mx44  ね42.

 ゆ っ く り だeゆ っ く り だ.RDP=POSS飲 む

「ゆ っ く り と 飲 み な さい 」

 i)の例でもやは り一mxを後接させると非文法的になる.注 目すべきは,所 有関係

と動詞修飾において後置詞=E44と いう同一形式を用いている点である.こ のこと

から,チ ノ語では動詞を申核とする語句または節を名詞化したり,名 詞に修飾させ

る現象と,名 詞の所有関係の表示と動詞修飾の現象を別個にカテゴリ化しているこ
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動詞(句)を 中核 とした語句ないし節にしか後接 しない,名 詞類に後接し,後 続

名詞を修飾することはできない.

 しか し,チ ノ語 一mxも 非常に限 られているが,名 詞類 に後接 してい るように見

える ことがある.(30)を 見られたい.[J.]は チノ語,【Ch.]は 漢語を示す.

(30)a.【J.l ICI1844-lri844―tgu35

      あ れ 一mx44一 と き

b.[Ch.]n� shihou

    あ れ とき

「その当時」

 (30a)の チノ語では名詞類の一種,指 示詞 緬 評4「 あれ」に一mxが 後接 し,後 続

す る ねμ35「 とき」を修飾 している.全 体 としては 「その当時,あ の とき」を表

してい る.チ ノ語では これ と同時に 肋 ヂ4ね〃35「 その当時」のよ うに 一mxを 用

いず に同様 の表現 を行 うことができる.注 意すべ きは(30b)の ように漢語普通話

ではdeが 用い られていない.そ れでは(30a)で 一msが 名詞類 に後接す る動機 は

どこにあるのだろ うか.

 そ の解答 と して ―mx-taussと い う形式 が固定 化 してい る可能性 を挙 げたい.

(31)を 見 られたい.

(31) a.【J.l n∈)42     ∫i55=卑jo55 1)田44一皿 ・冒44一ねu35,na42     ∫ue35∫ao35

2SG.NOM 七=CL  COP-mx― と き  2SG,NOM 学 校

le44」 ・44.

T7く 一〇BLIG

b.[Ch.]ni  qisui de shfhou, ni  y瀰   q�  xu騙i瀰.

    2SG七 歳DEと き 2SG OBLIG行 く 学 校

「七歳になれば,学 校に行かねばな らない」

 (31a)で は一msが コピュラ η㎡i5に 後接 してい るため,「 ―mxは 動詞(句)を 中核

とす る語句 ない し節にのみ後接 しうる」という原則に従 つている.た だ し,こ れ

を同内容を表す漢語の例(31b)と 対照す ると,-ms一 ねu35と い う形式は実際には

漢語 のde shfhouの 形式を構造的に借用 している可能性が浮かび上がる.

 この よ うに考 える と,(30a)で 指示詞 肋 語4に ―mx―tgu35が 後接 してい るの

は,-ms-taussが 漢語か ら構造的に借用された後,「 ～(の)と き」を表す形式 とし

て固定化 したためであると説明できよう.そ のため,(30b)の ように漢語でdeが

用い られない ような例 において も,チ ノ語で 一mxが 用 い られ るよ うにな った と

とが分かる.
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解釈できよ う.

3.3.2.2 形容詞の限定標識

チノ語の形容詞基本形は名詞を修飾する際(32)の ように,基 本的に名詞に対

して後置される.

(32) a.ko55t②44 assnxss

服   赤い

「赤い服」

b.ko55t♂4 a33nY55nY55

服   赤い.RDP

「とて も赤い服」

 多 くのチベ ッ ト ・ビルマ諸語では形容詞が名詞を修飾 する際 名詞 に対 して後

置されるのが基本である.チ ノ語 もその例に漏れない.た だ し,一 方 で形容詞が

名詞に前置される例 も存在する.(33)を 見 られたい.

(33)a.a33nx55―mN44 ko55t♂4

赤 い ―REL服

「赤い服」

b.a33nY55nY55.mY44 ko55to44

赤 い.RDP -R.EL服

「真 つ赤 な 服」

 (33)の ような形容詞が名詞 に前置される例は 自然発話 ではほ とん ど現れない

が,文 法的である と話者 に判 断され る.チ ベ ッ ト ・ビルマ諸語 の多 くの言語 で

(33)の ように形容詞が名詞 に前置される例が可能である.し か し,形 容詞 が無標

で後置修飾されるのに対 し,チ ノ語を含め,チ ベッ ト ・ビルマ諸語 の形容詞が前

置 され る場合,必 ず(33)の 一mxの ごとき形式が生起 しなければな らない.ま た

い くつかのチベ ッ ト ・ビルマ諸語では形容詞の前置修飾の構造が存在 しない*42.

このこ とか ら戴 ・傅(2002)が 指摘するよ うに,チ ベ ッ ト ・ビルマ祖語には形容

詞の後置修飾のみがあ り,前 置修飾 の構造は各言語に分化 してか ら発生 したと考

えられる.し か し,前 置修飾の構造が各言語 で発生 した理 由につい ては,戴 ・傅

(2002)で は言及 していない.

 もちろん,前 置修飾を発生させた経緯は各言語によつて異なるだろうが,チ ノ

語 に関 しては漢語の影響 が少なか らず前置修飾構造の発生 に関与 している と考え

られる.チ ノ語の形容詞基本形 は動詞語根を内在させてい るが,名 詞化接頭辞

a-/la-/jD一が前接 しているため,全 体 としては基本的 に名詞 と同 じ振 る舞いをす

る.上 述の とお り,―mxは 名詞に後接することはできないため,形 容詞基本形 に

一mxが 後接す る構造はチノ語本来 の構造 とは考えに くい .

+42例 えば
,カ レン語やチアン語 などが挙げられる.
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 (33)に 対応する漢語普通話の形式(34)を 対照してみると,チ ノ語 と漢語普通

話の構造はきわめて平行的であることが分かる.

(34) a.h�g de yifu

赤いDE服

「赤い服」

b.h�gh�g de yifu

赤 い.RDP DE服

r真 つ赤 な服 」

 (34a, b)は それぞれ(33a, b)に 対応 している.自 然発話では(33)が ほぼ現れる

ことな く,(34)を チノ語訳する際な どに主に可能 とな ることもあわせ て考 えれ

ば,(33)の 例 は漢語 の形式を構造的 に借用 してい る可能性が非常 に高い と言 え

よ う.

3.3.2.3 漢語からの構 造的借用のまとめ

 表9に よる と,漢 語deと チノ語 一msは 機能的 に平行する部分は他 の言語 に比

べて少ないが,3.3.2で 見 てきたよ うに,チ ノ語話者において,漢 語deは チノ語

一mxに 対応 すると捉え られ,漢 語deの 構造を 一mxで 置 き換 えて借用す る事例が

確認 され る.こ れ はいわ ばチノ語における翻訳借用(calque, loan translation)の

一例 と見なすことができよう*43.

4 おわ りに

 本稿 ではチノ語 ―msが 表面的には名詞化,補 文化,過 去標識,関 係節化の4つ

の機 能を持つ ことを記述 し,そ れが以下のように 「名詞化」「関係節化」の2つ

の 「大機能」に再整理 できることを述べた.

ホ43漢語deが 少数民族言語に与えた影響は小さくないと考えられる.チ ノ語のように

チノ語固有の形式を用いて,構 造部分のみを借用する場合もあるが,漢 語deの 音

形をも借用してしまう事例が中国領内のタイ ・カダイ諸語に見られる.以 下で,そ

れを表にまとめる.

 チ ワ ン語,ブ イ語,タ イ ・ルー(西 双版納イ泰)語,タ イ ・ヌア(徳 宏イ泰)語,カ ム

語,ム ー ラオ語,マ オナン語は王 ほか編(1984)か ら,マ ー ク語 は楊(2000)か ら,

プ ヤン語 は李(1999)か ら引用 している.こ の表 によれば,多 くのタイ ・カダイ諸

語 で漢語のdeを 音形 とともに借用 してい ることが分かる.漢 語deは 他 の形式に比

べて,少 数民族言語において借用されやすい形式であるとも考え られ よう.
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1.名 詞化:名 詞化,補 文化,過 去標識 関係節化(後 置修飾)

2.関 係節化:関係節化(前置修飾)

 また周辺の漢藏語の対応す る形式 と対照 し,特 にベルハ レ語 一㎞ak～-hakと 類

型的に同 じタイプに属す ることを見た.更 に漢語 との言語接触か ら,漢 語deの

構造の一部が ―mYの 構造に影響を与えている可能性について言及 した.

 本稿では ―mxと 関係 がある と考 えられ る 一mに ついて,ほ とん ど扱 えなか つ

た幽.-mxと ―mは 共時的にいかなる関係があ り,ま た通時的 には どのように発

展 してきたかについては,今 後の課題 としたい.

略号―覧

文頭の*は 非文であることを示す.ま た`一'は その前後のいずれかが拘束形

態素 であることを,`='は その前後の両方 ともが 自立形態素 であることを

示す.ま た数字の1,2,3は それぞれ1人 称,2人 称,3人 称 であ ることを

示す.

A

ABL

ABS

ACP

ANI

ASP

AUX

BEN

:'

CAUS

CL

動作者(他動詞)

奪格

EXCL

EXP

GEN

GI

除外形

絶対格

達成

有生

アスペ ク ト

助動詞

受益

受益 ・相互

使役

COMP

COP

DE

 類別詞

補文標識

コピュラ

DEM

DIR

EMPH

経験

属格

GIS

IMPF

INCL

チベッ ト語gi格

チベ ッ ト語gis格

INANI

LA

NEG

NML

NOM

osL

未完了

包括形

無生

漢語"的"

指示詞

方向

強調

チベ ッ ト語1a格

否定

名詞化標識

OBLIG

主格

斜格

P

義務/許可

PART

PAST

経験者(他動詞)

助詞

過去

幽*4を 参照 されたい
.
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PFT ...............

PL ...

POSS ...........

PREF ............

PREV

PROG  ..

Q

完了

複数

所有

RDP .

REL

sDA .

接頭辞

.前 動詞

進行相

 疑問

.重 複

     ...関 係節標識

.単 一直接項(自 動詞)

SFP       ....文 終 止 助 詞

SG      _..,..........単 数

SUBJ       ........接 続 法

T/A     テ ン ス ・ア ス ペ ク ト

TOP           ....       . 言舌題

TRANS...  ...........他 動 詞

VA..後 置 詞=va～=a(場 所 格,対 格,

与 格 等 の 標 示)
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チノ語 一mYの 「多機能性」 一 漢藏語 と対照 しながら一

The  "Polyfunctionality" of Jino -m 

—Contrast with Sino-Tibetan Languages— 

       Norihiko Hayashi

Abstract 

-mx is a versatile morpheme in Jino (Tibeto-Burman, Lolo-Burmese). It seem-

ingly functions as nominalizer, complementizer, past tense marker and relativizer. 

In this paper, I describe the characteristics of -m v and claim that the functions of 

-mx can be analyzed as nominalizer and relativizer.

Table: Functions of Jino -mx

Major Function ( minor function

Nominalizer nominalizer, complementizer, past tense marker,

and relativizer (introduces a pre-modifying clause)

Relativizer relativizer (introduces a  post-modifying clause)

 Besides, in contrast to other Sino-Tibetan languages we find that they all have 

versatile morphemes like Jino  -ms'. Among the Sino-Tibetan languages that I con-

sider in this paper, the function of -khak ti-hak in Belhare seems to be very similar 

to -ms in Jino.

 This paper also deals with the structural influence of Chinese on Jino -ms. Al-

though the Chinese de does not seem very similar to Jino -ms, it probably caused 

Jino -ms to develop new usages, such as a modifying marker of adjectives.

(受理 日2006年7月27日)
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